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はじめに
　図書館と「コンサート」、「演奏会」という組み合わ
せは不思議に感じられるかもしれない。しかし、公共
図書館や学校図書館、大学図書館を中心に演奏会が
開催され、関連する事前広報や活動報告が各図書館の
ウェブサイト上で数多く確認できる。
　演奏会自体は、社交、精神的充足感を提供し、表現
欲を満たすといった性質があり（1）、奏者と観客が空間
を共有できるという魅力を持つイベントとされる（2）。
これに加え、図書館により開催される演奏会は、気軽
に参加可能、施設の広報（3）等の側面があり、参加者の
感想から奏者と観客の距離が物理的・心理的に近い（4）

という特徴がうかがえる。ただし、上記の性質は他の
施設で実施される演奏会にも共通する部分がある（5）。
　それでは、何故、「静かな場所」と思われている図
書館が演奏会を開催するのだろうか。本稿では、主に
日本国内の公共図書館と学校図書館、大学図書館の実
践を中心に、「来館・利用の機会」、「多様な対象への
アプローチ」、「コミュニティの活性化」の 3 点から図
書館特有の理由、意義を整理したい。

1. 来館・利用の機会
　演奏会の開催は、図書館自体やサービス、資料を普
段と異なる切り口で提示し、興味を引くことで利用や
来館の契機となると考えられる（6）。これに関して、資
料やサービスの提示、図書館イメージの 2 点を挙げる。
　1 つは、音楽による資料やサービスの演出である。
北村（7）はイベントによる図書館の利用促進における本
の演出の重要性を指摘するが、音楽の利用は有用な手
法と思われる。図書館による演奏会は、奏者や楽曲、
楽器に関する資料の紹介・展示（8）、書籍や作家に関す
る楽曲の演奏（9）、朗読と演奏の組み合わせ（10）等の工夫
が容易であると思われる。例えば、演奏と資料を組み
合わせることで、音楽と資料が互いにイメージを膨ら
ませる材料となり、作家や読書への興味喚起につなげ
ることを意図した事例（11）や、演奏会の内容に関連した
情報の探索方法を提供することで、図書館サービスの
認知や利用を促そうとする事例（12）が見られる。
　2 つ目に、図書館のイメージ変化の嚆矢としての役
割が挙げられる。図書館らしくないイベントを実施す
ることは、新規来館者の獲得に有効であることが指摘

されている（13）。また、庄司らの研究によると、図書館
を利用しない理由として、主に「苦手」「不必要」「利
用不便」があるが、中でも、静かすぎる、なんとなく
苦手、敷居が高いといった「苦手」意識には、図書館
に対する「堅苦しい」「緊張した」イメージが関係して
いるという（14）。演奏会を開催することは、こういった
イメージを裏切り、気軽で、リラックスした雰囲気を
演出できると考えられる。他に、演奏会の実現を通して、
懐の深い場所として印象付けを行う可能性を示唆する
意見がある（15）。加えて、図書館という機関・場所に対
する親しみを喚起している事例（16）もあることから、来
館に対する心理的障壁を軽減する効果が期待できるの
ではないだろうか。

2. 多様な対象へのアプローチ
　国際図書館連盟（IFLA）の多文化サービスに関す
るガイドラインでは、図書館により開催される社会・
文化的活動は、すべての文化的集団に向けたものであ
ることを求めている（17）が、音楽演奏のイベントは、こ
の要請に応えることが可能と考えられる。以下では、
主にルーツと年齢層に焦点を当てる。
　演奏会は民族・言語・文化的ルーツを越えた働きか
けが可能と言える。時間と文化を越えて共有できると
いう性質（18）を持つとされる音楽を、図書館や併設の施
設で演奏する催しは、他国にルーツを持つ人にとって、
気軽な来館や他の来館者とのコミュニケーションの機
会になるのではないか。さらに、奏者として参加し、
文化において集合的アイデンティティの重要な要素で
ある音楽（19）を通して、自国文化を紹介する例もあっ
た（20）。この方法で開催することは、図書館にとって、

「IFLA/UNESCO 多文化図書館宣言」が掲げる、文化
的多様性の価値の認識促進、文化的多様性を持つ人々
や集団の社会参加支援等（21）を実践する手段にもなる。
　また、演奏会は、幅広い年代を対象に設定できる。
図書館による演奏会は誰でも参加できるものが多く見
受けられる（22）が、例えば、子どもを意識した選曲や親
子で参加可能な形式とすれば、子どもや家族連れ向け
のイベントとして開催することができる（23）。また、地
域や学内のジュニア音楽団体、部活動等と協力して開
催し、中学生や高校生といったヤングアダルト（YA）
をイベント運営に巻き込むことで、奏者、観客両方の
立場の YA に対する、図書館の活動、資料等のアピー
ルにつながっている事例がある（24）。加えて、音楽は感
情、意味を共有する、言葉以外のツールの 1 つという
側面を持つとされ（25）、IFLA の認知症患者のためのガ
イドラインでは、特に、認知症を発症した高齢者にとっ
ては、感情表現、過去の想起、リラックスの機会を提
供するものであり、言語での交流が困難となっても楽＊電子情報部電子情報サービス課
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しむことができるものと指摘している（26）。
　以上のように、音楽が持つ性質及び曲目や出演者、
開催方法の組み合わせが多様であるという演奏会の特
徴により、図書館サービスの対象となる様々な集団に
向けたイベントの展開が可能となっている。

3. コミュニティの活性化
　演奏会の開催は、図書館自体の活性化だけではなく、
周囲のコミュニティの活性化を図る手段にもなり得る。
以下では、交流と文化振興の観点からまとめる。
　特に、公共図書館における演奏会には、住民が演奏
や運営に携わる（27）、大学（28）、企業（29）と図書館が共催
する等、図書館単体ではなく、地域内の個人や組織と
協力して開催される例が見受けられた。こうした連携
により、それぞれが単体で開催する場合よりも企画の
質が向上するだけでなく、準備の過程で交流が生まれ、
図書館との関係構築につながり、企画運営の参加者は
図書館を自分の場所として捉えられるようになるとの
意見もある（30）。加えて、来館者同士の関わり合いも期
待でき（31）、演奏会を開催する中で、準備段階での交流
や当日の職員、奏者、観客間の音楽、言葉、資料を通
じた交流が発生し、地域のコミュニティ形成や結びつ
きの強化につながると考えられる（32）。
　また、ちょうどその日に来館していた人が音につら
れて演奏会に訪れ、音楽に興味を持つという偶然の出
会い（33）や、以前からの関心に刺激を与えた事例（34）があ
る。特に、公共図書館は、「ユネスコ公共図書館宣言」
において個人の創造的な発展のための機会提供、青
少年の想像力・創造力を刺激すること、あらゆる公演
芸術の文化的表現に接する機会の提供といった使命を
負っている（35）。図書館による演奏会開催は、この使命
を果たすための方法の 1 つとなるのではないか。さら
に、奏者側への発表や表現の場の提供を通し、図書館
を取り巻くコミュニティの文化や文化活動を振興する
ことを目的として開催されている例も散見された（36）。
　このように、交流を通じた人や組織間の結びつき強
化、地域の文化・文化活動振興につながるものとして
演奏会が開催されていると考えられる。

おわりに
　図書館による演奏会は、図書館サービスを資料以外
の面からサービス対象者に届けるための工夫や、図書
館の周囲への働きかけの手段と目されていると考えら
れる。もちろん、静かな場所としてのニーズとの関係
をはじめとした課題は存在すると思われるが、図書館
サービスのあり方を模索するうえで、参考になる実践
なのではないか。
　演奏会の開催をはじめとした、一見すると「図書館

らしく」ない手法も含めて、今後の図書館サービスの
展開を注視していきたい。
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